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や
っ
ぱ
り
、や
さ
し
い
人
が
好
き
か
な
。

　

う
ち
も
一
緒
や
わ
。

思いやりの連鎖で弾けた笑顔
ふくしまっこ in 宇治田原★元気回復キャンプ

福島の原発事故の影響で、屋外で運動や遊びが十分にできない子どもたちに、思いっきり太陽の下で
の遊びを楽しんでもらう「ふくしまっこ in 宇治田原　元気回復キャンプ」。宇治田原の多くの人の思
いやりが繋がって実現しました。ふくしまっこが宇治田原で過ごした３日間。青空の下、たくさんの
笑顔が弾けました。
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思いやりの連鎖で弾けた笑顔
ふくしまっこ in 宇治田原★元気回復キャンプ

宇治田原で過ごした
とびっきりの夏。
ふくしまっこが宇治田原で過ごした３日間。ここでできる、
ここにあるモノでのおもてなし。わずかな時間だったかもし
れないけれど、ふくしまっこにとっても、ボランティアスタッ
フにとっても忘れられない、とびっきりの夏になりました。

　

福
島
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、「
宇
治
田
原
の
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
」を
考
え
、

多
く
の
人
の
思
い
や
り
が
つ

な
が
っ
て
実
現
し
た
「
ふ
く

し
ま
っ
こ
in
宇
治
田
原
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト　

元
気
回
復
キ
ャ

ン
プ
」。
こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
、

福
島
な
ど
か
ら
４
家
族
16
人

を
招
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
16
日
か
ら
18
日
、
真

夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る

中
、
ふ
く
し
ま
っ
こ
は
、
宇

治
田
原
の
豊
か
な
自
然
の
中

を
元
気
一
杯
、
駆
け
回
り
、

思
う
存
分
、
夏
休
み
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　

川
で
は
魚
を
追
い
、
山
で

は
虫
捕
り
。
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
を
囲
ん
だ
あ
と
は
、

夜
空
に
輝
く
星
空
を
見
上
げ

ま
し
た
。茶
香
服
に
も
挑
戦
。

茶
宗
明
神
社
で
流
し
そ
う
め

ん
を
食
べ
て
、
湯
屋
谷
の
地

蔵
盆
行
事
に
参
加
。
地
元
の

子
ど
も
た
ち
と
も
交
流
し
ま

し
た
。

　

初
日
の
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
少
し
緊
張
し
た

様
子
を
見
せ
て
い
た
ふ
く
し

ま
っ
こ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
や
地
域

の
人
た
ち
と
触
れ
合
い
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
温
か
い

お
も
て
な
し
を
受
け
、
す
ぐ

に
打
ち
解
け
ま
し
た
。
３
日

間
の
キ
ャ
ン
プ
は
終
日
、
ふ

く
し
ま
っ
こ
の
歓
声
と
笑
顔

が
弾
け
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
楽
し
い
時
間
は

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
る

も
の
。
迎
え
た
最
終
日
。
出

会
い
が
あ
れ
ば
別
れ
が
あ
る
。

分
か
っ
て
は
い
る
け
れ
ど
、

宇
治
田
原
で
育
ん
だ
絆
が
深

い
ほ
ど
、
楽
し
か
っ
た
思
い

出
が
多
い
ほ
ど
、
別
れ
は
つ

ら
く
、
悲
し
い
も
の
に
な
り

ま
し
た
。

　

ふ
く
し
ま
っ
こ
は
、
宇
治

田
原
で
、
素
敵
な
出
会
い
や

発
見
が
あ
り
、
多
く
の
人
の

温
も
り
や
や
さ
し
さ
に
触
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
経
験
は
糧
と
な

り
、
い
ず
れ
福
島
の
明
る
い

未
来
へ
の
活
力
に
つ
な
が
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

かけがえのない経験
　初めてこのようなボランティアに参加。福島の方と
お会いする前は、どのように接すればよいかと不安で
した。しかし、不安は子どもたちの笑顔を見るとすぐ
に吹き飛びました。宇治田原の自然の中で一緒に駆け
回って、美味しいご飯を食べて、たくさん笑って、す
ばらしい時間を過ごすことができました。キラキラま
ぶしい笑顔を見ることができてうれしかったです。自
らもサプライズ企画を考えて、どのようにすれば皆さ
んに喜んでもらえるのか、わくわくすることができま
した。良い経験ができたこの３日間で、かけがえのな
いものを手に入れることができたと思います。

ボランティアスタッフ
　　小西恵理さん
（大学生・郷之口）

「また来たい！」とうれしい言葉
　以前から地域の活性化について興味があり、「第２回
ともつくカフェ」に参加したのがきっかけでプロジェク
トメンバーに入りました。初めての会議では、自分が何
をすべきなのかわからなくて、周りの大人の人たちの意
見に賛同するだけでした。キャンプのサプライズ企画を
任されたときは、今まで何もできなかった分、がんばろ
うと決意。少しでも楽しんでもらえるよう、同級生のボ
ランティアの人たちと話合いを重ねました。キャンプが
始まったら自然と子どもたちと仲良くなり、多くの笑顔
が見ることができて大満足です。参加者の方に「また来
たい」と言ってもらえたことが、何よりもうれしいです。

プロジェクトメンバー
　　緒方隼人さん
（大学生・銘城台）

１）草の下に網を入れてごそごそ。ドンコが
捕れた。２）３回まわってからゆっくり前へ。
割ったスイカは甘くておいしい。３）プール
にもぐって、よ～いどん。４）このお茶は色
が違うかな。大人より子どもの方が成績が良
かった茶香服。５）くつわ池でのキャンプファ
イアー。「さっき食べたカレーおいしかった
ね」。

６）灯篭づくりに挑戦。野菜で今年の
干支「ヘビ」？を作った。７）お姉さ
んに浴衣姿に似合うよう髪を結んでも
らう。８）宇治田原に住んでいても体
験できない茶宗明神社での流しそうめ
ん。たまに流れてくるさくらんぼが子
どもたちには大人気。

９）「ほら見て、バッタ捕れた」。10）時間を見
つけては、仲良くなったお姉さんと「とおりゃん
せ」。11）お兄さんお姉さんと手をつないでお散
歩。12）キャンプで仲良くなったふくしまっこ。
道中ずっと手をつないでいた。13）ホームステ
イ先のじぃじと笑顔でお別れ。14）最後のお別れ。
大粒の涙がこぼれた。見えなくなるまで、車の窓
から手を振っていた。

ひとりひとりが復興に向けて歩みはじめよう。
そして、ふくしまから、新たな流れを創っていこう。 
大震災そして原子力災害から必ず立ち直ります
ふくしまから、新たな流れを創っていきたい。
未来への意志も込めたふくしまのスローガン。

福島県

　自然あふれる観光スポットが多く存在する。福島市の東北六魂祭や相馬市・南相馬市の相馬野馬
追は多くの観光客で賑わう。NHK 大河ドラマ「八重の桜」の主人公・新島八重が会津出身。「八重」
効果で鶴ヶ城の入場者数は平成20年度の95.3％まで回復。観光客数は震災前の水準には満たない
が、観光再生は着実に進んでいる。
　また、福島盆地や会津盆地など自然条件を生かしてさまざまな農産物の生産地でもある。震災・
原発事故後、農産物の産出額は減少。お米の放射性物質の全袋検査を行うなど、風評被害を払拭
しようと農林水産物の魅力と安全・安心に向け、「おいしいふくしま、できました」をキャッチフレー
ズに PR 活動を展開している。
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歓声と笑顔が
溢れた３日間。
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ふ
く
し
ま
っ
こ
の
笑
顔
が
溢

れ
た
、
大
成
功
の
キ
ャ
ン
プ

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な

が
自
分
の
で
き
る
範
囲
の
こ
と

を
や
っ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

昔
、
花
火
大
会
の
事
務
局
を

担
当
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
が
今
回
の
事
務
局
と

し
て
の
運
営
に
活
き
ま
し
た
。

あ
る
程
度
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
自
分

の
中
に
あ
っ
て
、
イ
メ
ー
ジ
が

で
き
て
い
ま
し
た
。
計
画
し
て

実
現
し
な
か
っ
た
の
は
大
滝
で

の
流
し
そ
う
め
ん
で
す
か
ね

（
笑
）。
大
滝
の
水
を
そ
の
ま
ま

利
用
し
て
、
流
し
た
か
っ
た
ん

で
す
が
、
衛
生
面
な
ど
の
理
由

で
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

運
営
が
一
番
ス
ム
ー
ズ
に
進

ん
だ
の
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

メ
ン
バ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
、
関
わ
っ
た
人
す
べ
て

が
同
じ
方
向
に
向
い
て
い
た
か

ら
で
す
。
こ
の
人
た
ち
は
自
分

で
考
え
て
自
ら
が
動
い
て
く
れ

ま
し
た
。
私
は
、
や
っ
て
い
い

か
ど
う
か
の
「
〇
」
か
「
×
」

を
つ
け
る
だ
け
で
し
た
。逆
に
、

私
が
当
日
ピ
ザ
を
焼
く
の
に
一

人
で
は
不
安
だ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
メ
ン
バ
ー
に
相
談
す
る
と
、

友
達
を
連
れ
て
き
て
く
れ
ま
し

た
。
人
が
人
を
呼
ん
で
き
て
く

れ
る
流
れ
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

流
し
そ
う
め
ん
の
セ
ッ
ト
も
そ

う
で
す
。
茶
宗
明
神
社
で
流
し

そ
う
め
ん
を
す
る
と
、
同
級
生

に
相
談
す
る
と
、
そ
の
仲
間
た

ち
と
竹
を
切
り
出
し
セ
ッ
ト
を

作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
こ
と
言
う
と
恥
ず
か

し
い
で
す
が
、
今
度
キ
ャ
ン
プ

を
す
る
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

話
を
娘
に
し
た
と
き
、
手
伝
う

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
実
は

こ
れ
が
、
最
も
う
れ
し
か
っ
た

こ
と
で
す
。
そ
し
て
キ
ャ
ン
プ

の
運
営
に
つ
い
て「
お
父
さ
ん
、

や
る
や
ん
」
と
褒
め
ら
れ
ま
し

た
（
笑
）。

ホームステイの受入
　　上辻正博さん

（奥山田）

思いやりの連鎖で弾けた笑顔
ふくしまっこ in 宇治田原★元気回復キャンプ

湯屋谷子ども会代表
　　浅田敬子さん

（湯屋谷）

受入れできる機会に感謝
　震災直後の被災家庭の受入に手を上げたが、このと
きには申込者がありませんでした。何かをしたいと
思っていたが、できなくて、もやもやしたものがあり
ました。こういったかたちで機会を与えてもらったこ
とに感謝しています。できるかぎりくつろいでもらえ
るよう心掛けました。お盆で息子夫婦や娘も帰省して
いたので一緒に交流。初日の夕食にはお隣さんも交
じってバーベキュー。変わり種にしし肉や鹿肉を食べ
てもらいました。十分なおもてなしできたかどうかわ
かりませんが、楽しく過ごせて満足です。

当たり前に屋外で遊べることの幸せ
　このキャンプの日程に合ったのが縁で、プロジェク
トから湯屋谷の地蔵盆行事に参加させてもらえないか
と、依頼を受けました。湯屋谷に住む子どもが減って
きているので、せっかくの行事だし、たくさんの人に
参加してもらえたらうれしいと、お引き受けしました。
ふくしまっこには、珍しい灯篭張りに挑戦してもらう
ことができました。懸命に野菜でヘビを作っている姿
が印象に残りました。子を持つ母として、子どもが屋
外で当たり前に遊ぶことができていることに、改めて
ありがたさを感じました。

　

２
年
間
、
被
災
地
へ
の
思
い
を
持

ち
続
け
た
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。
そ

の
思
い
に
共
感
し
た
人
た
ち
が
い
ま

し
た
。
そ
の
人
た
ち
は
、つ
な
が
り
、

そ
の
輪
は
ど
ん
ど
ん
大
き
く
広
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
輪
の
核
と

な
っ
た
「
ふ
く
し
ま
っ
こ
in
宇
治
田

原
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
メ
ン
バ
ー
は

自
分
た
ち
の
思
い
を
カ
タ
チ
に
し
よ

う
と
事
業
を
計
画
。
そ
の
カ
タ
チ
に

な
っ
た
の
が
こ
の
元
気
回
復
キ
ャ
ン

プ
で
す
。
以
前
か
ら
「
被
災
地
に
何

か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
思
っ

て
い
た
多
く
の
人
が
、
思
い
を
実
現

で
き
る
機
会
と
な
り
、
さ
ら
に
大
き

な
輪
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が

広
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、

宇
治
田
原
町
と
も
に
創
る
ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議
会
が
開
い
た
「
第
２
回

と
も
つ
く
カ
フ
ェ
」（
３
月
３
日
）。

こ
の
と
き
の
テ
ー
マ
は
「
原
発
事
故

の
影
響
を
受
け
て
い
る
福
島
で
暮
ら

す
人
に
、
宇
治
田
原
に
い
る
私
た
ち

は
今
、
何
が
で
き
る
の
か
」。
後
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
に
な
る
柘
植
彩
さ

ん
が
、前
年
と
前
々
年
に
行
っ
た「
サ

思
い
が
大
き
な
思
い
や
り
へ

始
ま
り
は「
と
も
つ
く
カ
フ
ェ
」

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
in
京
都
宇
治
」
で
の

活
動
を
報
告
。「
震
災
・
原
発
事
故

は
終
わ
っ
て
い
な
い
。
命
を
守
り
育

て
る
こ
と
に
必
死
な
親
た
ち
。
問
題

に
応
え
る
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
寄

り
添
っ
て
い
く
こ
と
は
で
き
る
の
で

は
」と
参
加
者
に
投
げ
か
け
ま
し
た
。

ま
た
「
持
続
可
能
な
運
営
体
制
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と
今
後

の
課
題
を
分
析
。受
入
れ
先
と
し
て
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
強
い
宇
治

田
原
で
の
開
催
に
、
活
動
の
継
続
の

可
能
性
を
見
出
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

後
、
カ
フ
ェ
の
参
加
者
が
中
心
と
な
っ

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
の
す
べ
て
の
準
備
・
進

行
は
、
中
学
生
か
ら
80
歳
ま
で
の
幅

広
い
年
齢
層
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
が
行
い
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

の
受
入
に
４
家
庭
が
協
力
。
湯
屋
谷

地
域
は
地
蔵
盆
行
事
へ
招
待
。
寄
付

を
募
れ
ば
、
活
動
で
き
る
だ
け
の
十

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
の
カ
タ
チ

　

宇
治
田
原
の
地
域
資
源
を
再
発
見

す
る
機
会
に
も
な
っ
た
こ
の
キ
ャ
ン

プ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
老

若
男
女
が
思
い
を
一
つ
に
知
恵
を
出

し
合
い
力
を
合
せ
て
、
企
画
・
運
営

に
あ
た
り
ま
し
た
。
こ
の
つ
な
が
り

は
、
き
っ
と
、
明
日
を
つ
く
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
な
り
、
ま
ち
を
育
む
原
動

力
に
な
る
は
ず
で
す
。

生
ま
れ
た
絆
が
ま
ち
を
育
む

エ
ネ
ル
ギ
ー
に

キ
ャ
ン
プ
は
、
地
域
に
あ
る
も
の
を
再
発
見
し

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
実
行
す
る
機
会
に
。

　３.11の福島第一原発事故以来、
福島県と周辺の子どもたちは、屋
外での活動を制限される状況が続
いています。震災直後の平成23年
と翌年の夏、キャンプ in 京都宇治
という保養キャンプが開催され、
私も微力ながらお手伝いしました。
参加者からの、継続した開催の要
望を受け、活動を継続的に支えて
くれる仲間を求め、「ふくしまっこ
in 宇治田原プロジェクト」を発足。
キャンプの企画にあたって、宇治
田原に住む私たちができることは
何か、何度も話し合いました。こ
こには電車の駅やショッピング
モール、ファーストフード店もあり
ません。けれど子どもたちが飛び
込んで、虫や小魚を追いかけるこ
とのできる川、おいしいお米や野
菜があります。ふくしまっこをお
迎えするなら自宅に泊まっていい
よ、と言ってくださる方々。子ど
もたちと一緒に遊ぼうと集まって
くれる若者が大勢いました。私た
ちは日頃、地域に「ない」ものには
よく気づきますが、「ある」もの
には注意が向きにくいものです。
今回、４家族をお迎えすることで、
宇治田原の自然や人などの資源を
再発見する機会を与えられました。
　ホームステイ先のご家族の温か
いおもてなしや、ボランティアス
タッフの明るさと心遣いのおかげ
で、参加者からは「本当に自分の
故郷に里帰りしたような気分にな
りました」「宇治田原が子どもた

ちの田舎になったらうれしい」と
いった感想を頂きました。本当に
ありがたいことと感謝しています。
　今回のプロジェクトには中学生
から大学院生まで多くの学生がボ
ランティアとして参加してくれま
した。自分のできることを考え、
準備から子どもとの鬼ごっこま
で、素晴らしい連携で動いてくれ
ました。宇治田原には素敵な若い
力があると改めて感じることがで
きたのも、大きな収穫の一つです。
　個人的な意見ではありますが、
原発事故の責任は、東京電力や福
島県、国だけにあるのではなく、
原子力という科学技術の恩恵を受
けて生活を築いてきた私たち日本
人全てにあると考えています。そ
の責任を子どもたちに負わせたく
ありません。事故の影響下にある
子どもたちに、たった３日でも放射
線を心配せずに外で遊ぶ機会を提
供した元気回復キャンプ。ささや
かですが、日本人の一人として私
たちに「できること」を実行する
機会を与えてくれました。
　参加者の皆さんとは「また会お
うね。いつでも宇治田原に帰って
きてね」と言ってお別れしました。
これからも必要とされる限り、継
続してキャンプを開催していきた
いと考えています。宇治田原の皆
さん、どうか末永く「ふくしまっ
こ in 宇治田原プロジェクト」を温
かく見守ってくださいますようお
願い申し上げます。

「ふくしまっこ」と過ごした夏

柘植彩さん Tsuge Aya　（荒木）

町ともに創るまちづくり協議会運営委員。震災ボランティ
ア・子育てサークル「ママ’sアクション」代表。一女の母

第３回 うじたわら大好きな人、あつまる！つながる！

　いくつになっても元気で生きがいを持ち、住み慣れた地

域で自分らしくいきいきと暮らしていきたいものです。

　今回のともつくカフェでは、高齢者のひきこもりや孤独死

を防ぎ、地域とのつながりの中で、みんなが楽しい生活を送

るためのヒントを探してみませんか。今は良くても「いつか

は自分の問題」。一緒に語りましょう。

日　時　9月16日月・祝　午前10時～正午
場　所　総合文化センター研修室２
内　容　〔1部〕「しあわせの家（郷之口）」の運営に関わって
　　　 発表者：「しあわせの家」ボランティアスタッフの皆さん
　　　　〔2部〕交流会

参加費　200円（飲み物、お菓子代）
※保育ルーム有り（要事前予約）

■問・■申宇治田原町ともに創るまちづくり推進
協議会事務局（企画・財政課内 ☎88－6632）
Eメール　kikakuseisaku@town.ujitawara.kyoto.jp

次なるステージは

参加者の

声

岩田ファミリー（福島市）

國分ファミリー（郡山市）

　生田目ファミリー
（埼玉県吉川市。いわき市から転出）

朽木ファミリー
（福島市）

虎之助くん
（年少）
宝物はセミ
の抜け殻。

　桃さん
　（小１）
プールで泳げ
たのが楽しかっ
た。

　裕美子さん
（ホームステイ先）
しげちゃんが作っ
てくれただしまき
が一番おいしかっ
　た。

達也さん
流しそうめん
楽しかった。
竹の器をお土
産にもらった。

龍之介くん
（年中）
エビをつかまえた
のが楽しかった。
セミの抜け殻いっ
ぱい集めた。

　一男さん
キャンプファイ
アーで「輪に
なって踊ろう」
を自身が踊ると
　は。

　　紗也加さん
　　（中２）
宗円生家で飲んだお茶、
ホームステイ先の抹茶、
　　　　　おいしかっ
　　　　　た。

龍子さん
流しそうめん
がおいしかっ
た。

　衣理さん
　（大学生）
ホームステイ先
で食べた鹿肉が
おいしかった。

ほの花さん
（小１）
いろいろあそべて
楽しかった。

瑠花さん
（中２）
プールでの鬼
ごっこが楽し
　かった。

博之介くん
（年長）
広場でした野球
がよかった。

恵子さん
全部、衝撃的
でした。

千春さん
初めてやった
茶香服がおも
しろかった。

　　裕香さん
　　（小２）
ホームステイ先
で楽しく過ごし
たこと。川でドン
コをとったことが
　　よかった。

滉貴くん
（小４）
おいしくてピ
ザ６切れ食べ
　　た。

キ
ャ
ン
プ
の
成
功
は
、

み
ん
な
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
、

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
し
た
結
果
。

馬場哉さん Banba Hajime
　（郷之口）

町ともに創るまちづくり協議会会長。
菓子製造販売業

ふくしまっこ in 宇治田原
プロジェクト事務局長

ふくしまっこ in 宇治田原プロジェクト代表

分
な
資
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
当
日

に
は
食
材
や
参
加
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

つながった思い。
絆はまちを育む
原動力に
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　18歳未満の子どもさんのいる
ご家庭には、プレミアムカードを
役場福祉課へお申し出ください。

　地域のみなさんといっ
しょに、この町の人々を
応援します。

宇治田原町商業振興協同組合

毎週日曜日に新聞折込してます
快適住まいのリフォーム

パナソニックのリファインショップ

介護保険対象工事・太陽光発電・オー
ル電化・バリアフリー改修・省エネ
改修・耐震改修・火災報知機承ります。
ネットで検索
リファイン京田辺

京田辺
リファイン

京田辺市三山木西荒木６　お問合せ
通話料無料　0120（806）200へ

　

来
年
の
京
都
府
消
防
操
法
大
会
に
出
場

す
る
立
川
支
部
の
大
西
部
長
は
「
今
年
の

経
験
を
糧
に
上
位
入
賞
を
め
ざ
し
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

出
場
選
手
は
次
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

▼
奥
山
田
支
部
＝
▽
指
揮
者 

浅
田
武
男

▽
１
番
員 

谷
口
和
也
▽
２
番
員 

浅
田

樹
伸
▽
３
番
員 

森
井
一
聡
▽
補
助
員 

谷
口
泰
平

▼
立
川
支
部
＝
▽
指
揮
者 

下
岡
孝
行
▽

１
番
員 

榎
木
貴
志
▽
２
番
員 

木
原
征

紀
▽
３
番
員 

垣
口
敬
尚
▽
補
助
員 

松

本
和
晃

奥
山
田
支
部

本番で安定的な操法技術を
見せたポンプ周り担当の２
人。砂まみれになって何度
も反復練習していた。

銘城台自主防災会が設立
町内全11区で組織化

　「自分たちの地域は自分たちで守る」という自
助・共助の精神のもと８月18日、銘城台自主防災
会が設立されました。
　銘城台自治会館で行われた設立式で会長となる
安中亮二区長が「関係者のご尽力により念願の自
主防災組織を設立できた。銘城台らしい組織とし
て住民の安心・安全を図っていきたい。本日から
スタートになるが、住民の皆さんのご協力とご理
解が不可欠。訓練等に積極的に参加いただきたい」
と挨拶しました。
　同自主防災会は情報、避難誘導、救出救助、給
食・給水、消火の５班で組織。９月22日には第１
回の訓練を実施。順次、資機材の整備が進められ
る予定です。
　これにより、町内全11区に自主防災会が組織化
されました。町では、小学校区単位での自主防災
会が参加する防災訓練等を通じて連携を図ってま
いります。

■問総務課 ☎88－6631

垣口敬尚 木原征紀

森井一聡

浅田樹伸 谷口和也

浅田武男

こちら消防分署 ■問宇治田原分署
　 ☎88－5500

その１１９番、本当に緊急ですか？
９月８日日～14日土「救急医療週間」

　一人でも多くの命を救うため、救急車の適
正利用にご協力をお願いします。

　最近、緊急性のない病気やケガでの出動要請が
増加しています。例えばこんなケース。

「タクシーを呼ぶとお金がかかるから」
「今日入院するからついでに救急車で」
「救急車で行ったほうが早く診てもらえるから」
「どこの病院に行けばいいのかわからないので」

※急いで病院へ連れて行った方がよいと思った
ときには、迷わず119番通報をしてください。

本番の操法終了後、
指導員とがっちり
握手。

　命にかかわる傷病者が１秒でも早い救急車
の到着を待っています。

September 2013 06

あなたの街の近くで便利なJAです。 ちょきんぎょ®

お問合せはお近くのJA窓口又は渉外担当者へ

宇治田原町支店（0774）88－2034

ズバッと火点射抜き
奥山田支部が優勝

第22回京都府消防協会綴喜支部消防操法大会

隔年で開催される綴喜支部消
防操法大会。各市町の代表チー
ムがポンプ操法を披露。夏の
強い日差しが照りつける住民
グラウンドで、訓練の成果が
競われた。

　

住
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
７
月
28
日
、
第
22

回
京
都
府
消
防
協
会
綴
喜
支
部
消
防
操
法

大
会
が
行
わ
れ
、宇
治
田
原
町
消
防
団（
＝

桝
村
昌
弘
団
長
）の
第
１
分
団
第
４
部（
奥

山
田
支
部
・
廣
垣
稔
部
長
）
が
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
団
員
の
消
防
技
術
の
向

上
と
士
気
高
揚
を
図
る
た
め
２
年
に
１
回

開
催
。
小
型
ポ
ン
プ
を
使
用
し
、
火
点
へ

向
け
て
実
際
に
放
水
。
そ
の
一
連
の
流
れ
・

動
作
の
ス
ピ
ー
ド
と
正
確
性
、
安
全
性
を

競
い
合
い
ま
す
。

　

本
町
か
ら
は
、
第
１
分
団
第
２
部
（
立

川
支
部
・
大
西
武
部
長
）
と
第
４
部
が
出

場
。
両
支
部
は
春
か
ら
大
会
に
向
け
て
、

連
日
連
夜
、
砂
ま
み
れ
に
な
っ
て
汗
を
流

し
て
き
ま
し
た
。

　

大
会
へ
は
、
八
幡
市
、
京
田
辺
市
、
井

手
町
、
宇
治
田
原
町
の
各
消
防
団
を
代
表

す
る
全
７
チ
ー
ム
が
出
場
。
日
頃
の
鍛
錬

で
培
っ
た
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
こ
の

中
で
、「
心
地
い
い
緊
張
間
の
中
で
、
練

習
ど
お
り
の
操
法
が
で
き
た
」
と
い
う
奥

山
田
支
部
が
、
ス
ピ
ー
ド
と
正
確
性
で
安

定
感
の
あ
る
操
法
を
見
せ
、
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

前
回
大
会
も
宇
治
田
原
町
の
第
１
分
団

第
３
部
（
湯
屋
谷
支
部
）
が
優
勝
。
２
大

会
連
続
の
優
勝
と
な
り
、
宇
治
田
原
町
消

防
団
の
操
法
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
示
す
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

廣
垣
部
長
は
「
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
優
勝
し
た
こ
と
も
そ
う
で
す
が
、

み
ん
な
で
や
り
遂
げ
た
こ
と
を
、
最
高
の

か
た
ち
で
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
い

で
す
。
昨
年
は
小
隊
訓
練
を
経
験
し
、
今

年
は
小
型
ポ
ン
プ
繰
法
。
団
員
が
一
丸
と

な
っ
て
ま
と
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

や
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
楽
し
ん

で
い
た
こ
と
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

長
い
よ
う
で
、
終
わ
っ
て
み
る
と
短
く
感

じ
る
訓
練
で
し
た
。
指
導
し
て
い
た
だ
い

た
消
防
関
係
の
方
々
、
な
に
よ
り
家
族
や

会
社
の
方
々
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

仕事が終わってから
の夜の訓練。水圧で
筒先がぶれないよう
必死にこらえる。

立川支部

榎木貴志 下岡孝行

Topics
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N
agasaki

　

全
国
の
小
・
中
・
高
校
生
、

大
学
生
が
、
交
流
し
な
が
ら
平

和
や
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
学
ぶ

「
青
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
長
崎
市
で
８
月
８
・
９
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら

は
、
非
核
平
和
都
市
推
進
協
議

会
会
長
の
西
谷
信
夫
町
長
か
ら

任
命
さ
れ
た
、
維
孝
館
中
学
校

３
年
生
の
井
山
大
登
さ
ん
、
髙

木
有
紗
さ
ん
、松
浦
孝
明
さ
ん
、

横
田
渉
さ
ん
の
４
人
が
平
和
友

好
特
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。

　

特
使
は
、
被
爆
体
験
講
話
を

聞
き
、
爆
心
地
付
近
を
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
。
交
流
会
へ
も
参

加
し
、
全
国
か
ら
集
う
青
少
年

た
ち
と
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
９
日
に

は
、
７
年
前
か
ら
交
流
の
あ
る

長
崎
市
立
桜
馬
場
中
学
校
の
平

和
祈
念
集
会
に
参
加
。
学
年
ご

と
の
平
和
学
習
の
発
表
を
聞
い

た
特
使
は
、
現
地
の
中
学
生
の

平
和
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を

肌
で
感
じ
ま
し
た
。
特
使
か
ら

は
、
事
前
に
町
内
小
・
中
学
校

の
児
童
・
生
徒
に
呼
び
か
け
、

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
作
ら

れ
た
千
羽
鶴
が
桜
馬
場
中
生
徒

代
表
に
手
渡
さ
れ
、
こ
れ
か
ら

一
緒
に
核
兵
器
の
な
い
平
和
な

世
界
を
め
ざ
す
こ
と
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
投
下
さ

れ
た
午
前
11
時
２
分
、
サ
イ
レ

ン
に
合
わ
せ
て
、
祈
念
集
会
の

参
加
者
全
員
が
、
被
爆
さ
れ
た

方
々
に
追
悼
の
意
を
込
め
黙
祷

を
捧
げ
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
験
を
通
し
て
特
使

は
「
戦
争
や
被
爆
で
、68
年
経
っ

た
今
で
も
苦
し
ん
で
い
る
人
が

い
る
。
被
爆
者
は
、
思
い
出
し

た
く
な
い
記
憶
を
、
つ
ら
い
思

い
を
し
て
も
、
次
の
世
代
に
伝

え
よ
う
と
し
て
い
る
。
核
兵
器

が
二
度
と
使
わ
れ
な
い
た
め
に

自
分
達
に
で
き
る
こ
と
。
平
和

な
世
界
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め

に
、
今
回
体
験
し
て
き
た
こ
と

を
身
近
な
人
に
伝
え
る
こ
と
か

ら
始
め
た
い
。
そ
し
て
平
和
の

輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
語

り
ま
し
た
。

平
和
友
好
特
使
４
人
ナ
ガ
サ
キ
へ

「原爆の悲惨さ、伝えていきたい。
　　　　　平和の輪を広げたい」

左上）被爆した浦上天主
堂の柱。爆風によるずれ
がある。右上）被爆から
半年後の谷口稜曄さん。
今も被爆体験の語り部を
続けている。右下）町内
の全学校の願いが込めら
れた千羽鶴を桜馬場中学
校に贈る。左下）11時
２分に黙祷。市内中にサ
イレンが鳴り響く。

上）原爆の子の像に平和の祈りを込めた千羽鶴を献納
下）参加者と同世代で被爆した人の体験記や詩を朗読

体
験
学
習
で
感
じ
た
こ
と

　

原
爆
は
す
べ
て
の
物
を
破
壊
し

ま
し
た
。
あ
る
人
の
の
ど
に
は
大

き
な
穴
が
開
き
、
肉
が
た
れ
下
が

り
必
死
で
逃
げ
る
人
も
い
た
そ
う

で
す
。
ぼ
く
が
思
っ
て
い
た
よ
り

戦
争
は
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
か
っ
た

で
す
。
世
界
に
は
戦
争
を
し
て
い

る
国
が
あ
り
ま
す
。
爆
弾
を
落
と

し
た
り
人
を
殺
し
た
り
す
る
こ
と

は
絶
対
に
い
け
な
い
。
世
界
中
の

み
ん
な
が
友
達
に
な
っ
て
相
手
の

こ
と
を
思
い
や
れ
ば
、
戦
争
は
無

く
な
る
と
思
い
ま
す
。

小野栄光
田原小５年

私
が
学
ん
だ
こ
と

　

平
和
な
ま
ち
が
８
月
６
日
、
時

計
が
８
時
15
分
で
止
ま
り
ま
し
た
。

４
千
度
の
火
の
玉
が
直
径
２
８
０

メ
ー
ト
ル
も
広
が
り
、
ま
ち
を
焼

き
、
多
く
の
人
た
ち
の
命
を
奪
い

ま
し
た
。
助
か
っ
た
人
で
す
ら
、

放
射
線
で
毛
が
抜
け
た
り
、
白
血

病
や
ガ
ン
で
何
十
年
も
苦
し
い
思

い
を
し
て
き
ま
し
た
。
と
て
も
悲

し
く
、
残
酷
な
出
来
事
を
未
来
へ

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
和
な
生
活
が
ど
れ
だ
け
幸
せ
な

の
か
を
知
り
ま
し
た
。

藤井千尋
田原小５年

爆
弾
な
ん
て
落
ち
て
ほ
し
く
な
い

　

爆
風
で
建
物
が
全
部
つ
ぶ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
放
射
線
で
毛
が

抜
け
て
い
ま
し
た
。
家
族
の
目
の

前
で
亡
く
な
っ
た
人
も
い
ま
す
。
ケ

ロ
イ
ド
に
な
り
、
川
に
飛
び
込
む

人
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
し
た
。
ま
ち

が
火
の
海
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

も
う
原
爆
は
落
ち
て
ほ
し
く
な

い
で
す
。
戦
争
が
起
こ
っ
て
ほ
し

く
な
い
で
す
。
戦
争
は
国
と
国
の

ケ
ン
カ
で
す
。
外
国
の
人
と
、
対

話
し
た
ら
戦
争
が
な
く
な
る
と
思

い
ま
す
。

森　堅進
田原小５年

原
爆
は
怖
い

　

原
爆
ド
ー
ム
は
、
原
爆
が
落
と

さ
れ
た
時
の
ま
ま
、
骨
組
だ
け
し

か
残
っ
て
い
な
く
て
、
恐
ろ
し
く

思
い
ま
し
た
。
戦
争
中
は
兵
隊
さ

ん
の
食
べ
物
が
優
先
さ
れ
、
普
通

の
人
は
あ
ん
ま
り
食
べ
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
を
知
り
、
好
き
な
だ
け
食

べ
ら
れ
る
ぼ
く
達
は
幸
せ
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
戦
争
は
絶
対
に
し
て

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
の

平
和
な
日
本
で
生
活
で
き
る
こ
と

を
幸
せ
だ
と
思
い
ま
し
た
。 桒田悠翔

宇治田原小５年

September 2013 08

日
本
に
２
発
の
原
爆
が

投
下
さ
れ
て
68
年
目
を

迎
え
る
こ
の
夏
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

被
爆
地
を
訪
れ

悲
惨
な
過
去
を
知
り

そ
の
現
実
と

向
き
合
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は

被
爆
地
の

平
和
へ
の
強
い
思
い
や

願
い
に
触
れ
る
と
と
も
に

次
代
へ
の
平
和
の
バ
ト
ン
を

託
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
23
・
24
日
の
広
島
平
和
体
験
学
習
に
、
小
学
生
12
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
被
爆
体
験
記
や
原
爆
詩
の
朗
読
や
平
和
記

念
資
料
館
等
で
の
学
習
を
通
じ
て
命
や
平
和
の
尊
さ
を
学
び

ま
し
た
。

ま
た
、
住
民
の
平
和
へ
の
祈
り
が
込
め
ら
れ
た
千
羽
鶴
を
原

爆
の
子
の
像
に
献
納
し
ま
し
た
。

（
体
験
記
は
一
部
抜
粋
し
て
記
載
。
敬
称
略
）

Hiroshima

小学生12人
平和の祈り
ヒロシマへ中森紗也佳

田原小６年

平
和
学
習
に
行
っ
て

　

一
つ
の
原
子
爆
弾
で
一
瞬
に
し

て
広
島
の
ま
ち
が
火
の
海
に
な
り

ま
し
た
。
木
の
か
け
ら
が
さ
さ
っ

て
死
ん
だ
人
、
苦
し
む
人
。
や
け

ど
を
お
っ
て
池
の
中
に
飛
び
込
む

人
、
内
臓
が
出
て
い
る
人
。
本
当

に
起
き
た
こ
と
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

　

平
和
な
世
界
を
つ
く
る
た
め
に

私
達
が
で
き
る
こ
と
。
戦
争
の
悲

惨
さ
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
身
近
な

人
と
平
和
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

小林大星
宇治田原小６年

広
島
に
つ
い
て

　

原
子
爆
弾
は
、
人
の
命
も
、
建

物
も
、に
ぎ
や
か
だ
っ
た
ま
ち
も
、

何
で
も
破
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

小
さ
い
子
ど
も
が
死
ん
で
し
ま
う

こ
と
も
か
わ
い
そ
う
で
す
。な
ぜ
、

原
子
爆
弾
を
落
と
し
て
、
多
く
の

人
を
殺
し
て
し
ま
う
の
か
、
不
思

議
で
す
。

　

本
当
の
平
和
は
、
人
の
住
ん
で
い

る
ま
ち
も
に
ぎ
や
か
で
人
が
安
心

し
て
生
き
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
し
た
。
平
和
は
い
つ
ま
で

も
続
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

託
さ
れ
た
平
和
の
バ
ト
ン

　
　

悲
惨
な
過
去
を
知
り
未
来
を
考
え
る

戦
争
の
怖
さ

　

広
島
は
68
年
前
、
ア
メ
リ
カ
軍

の
Ｂ
29
に
よ
っ
て
、
原
爆
が
投
下

さ
れ
、
焼
け
野
原
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
今
の
広
島
は
、
焼
け

野
原
に
な
っ
た
と
き
と
は
大
違
い

で
、
す
ご
く
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

　

今
、
こ
う
し
て
い
る
間
に
も
世
界

で
は
戦
争
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

戦
争
を
し
て
何
の
意
味
が
あ
る
の

か
。
戦
争
は
こ
の
世
に
い
ら
な
い
で

す
。
一
人
ひ
と
り
が
平
和
に
つ
い
て

考
え
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

田中大寛
宇治田原小６年

広
島
を
考
え
る
こ
と
は
未
来
を

考
え
る
こ
と

原田彩海
宇治田原小６年

　

き
び
し
い
暮
ら
し
の
中
で
生
き

て
い
た
広
島
の
人
々
。
家
族
を
、

友
達
を
失
っ
た
。
原
爆
で
広
島
の

人
は
た
く
さ
ん
の
大
切
な
も
の
を

失
っ
た
。
今
で
も
心
の
傷
は
残
っ

て
い
る
だ
ろ
う
。
私
達
が
知
っ
た

原
爆
詩
以
外
に
も
多
く
の
詩
が
あ

る
の
だ
ろ
う
。
二
度
と
こ
ん
な
こ

と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

平
和
な
世
界
を
つ
く
る
た
め
に
、

私
は
学
ん
だ
こ
と
を
た
く
さ
ん
の

人
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

広
島
に
行
っ
て

　

人
が
お
ば
け
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
姿
や
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
服

な
ど
に
、
怖
く
な
っ
て
思
わ
ず
目

を
そ
ら
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
原

子
爆
弾
は
恐
ろ
し
い
も
の
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
今
も
原
爆
症
で
苦
し

ん
で
い
る
人
も
い
ま
す
。
ま
だ
戦

争
は
続
い
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま

す
。
原
子
爆
弾
を
た
く
さ
ん
の
国

が
持
っ
て
い
る
と
聞
き
、
不
安
で

す
。
そ
ん
な
こ
と
は
起
こ
っ
て
ほ

し
く
な
い
し
、
起
こ
し
て
は
い
け

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

馬場先拓人
宇治田原小６年

平
和
体
験
学
習
に
行
っ
て

　

被
爆
体
験
記
の
朗
読
で
は
、「
痛

か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」「
苦
し
か
っ

た
の
だ
ろ
う
か
」
と
感
情
が
出
て

き
ま
し
た
。
資
料
館
で
中
学
生
が

着
て
い
た
服
を
見
ま
し
た
。
４
年

生
の
妹
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
サ
イ
ズ

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
戦
争
中
だ

か
ら
ご
飯
も
満
足
に
食
べ
ら
れ
な

く
て
ず
い
ぶ
ん
小
さ
か
っ
た
ん
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
戦
争
が
あ
っ
た
こ
と
を
知

ら
な
い
人
た
ち
に
一
人
で
も
多
く
、

伝
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 松永穂乃実

宇治田原小６年

原
爆
に
つ
い
て
…

　

８
月
６
日
に
広
島
に
い
た
人
は

ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
の
か
。
こ

の
広
島
平
和
体
験
学
習
を
と
お
し

て
少
し
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
広
島
で
14
万
の
人
が
亡
く

な
っ
た
こ
と
は
と
て
も
悲
し
い
こ

と
で
す
。
原
爆
で
家
族
や
友
達
を

失
っ
た
人
が
と
て
も
か
わ
い
そ
う

で
す
。

　

今
、
ぼ
く
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
、
原
爆
で
た
く
さ
ん
の
人
が
亡

く
な
っ
た
ん
だ
よ
、
未
来
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

石山太陽
田原小５年

広
島
の
原
爆

　
「
げ
ん
し
ば
く
だ
ん
が
お
ち
る

と
、
ひ
る
が
よ
る
に
な
っ
て
、
人
は

お
ば
け
に
な
る
」。
原
爆
の
こ
と
が

一
番
よ
く
わ
か
っ
た
詩
だ
っ
た
。

詩
を
読
ん
で
も
ら
っ
た
と
き
は

「
ゾ
ク
ッ
」
と
し
ま
し
た
。
こ
ん
な

ふ
う
に
死
ん
で
い
っ
た
人
が
い
る

な
ん
て
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

平
和
に
つ
い
て
考
え
た
ほ
う
が

い
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、

ぼ
く
は
こ
う
い
う
こ
と
を
み
ん
な

に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大橋土生
田原小５年
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子 育 て 支 援
センター事業

9月

親子で一緒にあそんだり、育児の情報交換の場「地域子育て支援センター」。
お気軽にお越しください。
開設日時▶平日午前９：30 ～午後４：00
子育てに関する相談も受け付けています。暮らしの

情報
I N FO RMAT I ON

■問＝問合せ先　■申＝申込先

日　月　火　水　木　金　土

１ 　 ２ 　 ３ 　 ４ 　 ５ 　 ６ 　 ７

８ 　 ９　 10　 11　 12　 13　 14

15　 16　 17　 18　 19　 20　 21

22　 23　 24　 25　 26　 27　 28

29　 30

9月

広報うじたわら 平成25年９月号11

　食 改の窓　食を通じた健康管理
No.150　お月見雑煮

（１人分） エネルギー 213kcal　蛋白質 4.3ｇ　脂質 0.8ｇ　カルシウム 13mg　塩分 0.6ｇ

 今月の食改さん

吉岡　弥生さん
 第２班（南）

　お月見の晩には、お月見
どろぼうといって、供えて
あるおだんごを食べさせて
もらいに近所の家を訪問。
　誰にも見つからずにこっ
そりおだんごを食べること
ができれば「いいことがある」
と伝えられ、お月見の晩には
どこの家も出入り自由。子
どもがおだんごをとりやす
いように縁側におだんごを
お供えしました。

作り方

１ 里芋は皮をむき、ゆでる。

２ 米粉は熱湯で耳たぶくらいの硬
さに練り、小餅の大きさに丸め
てだんごを作る。

３ ②を熱湯に入れ、浮き上がった
らザルに上げる。

４ 鍋にだし汁と白みそを入れ、里
芋とだんごを入れて煮込む。青
ねぎを散らす。

５ 里芋とだんごを汁から取り出し、
別々に盛り付ける。

この時期は小さいけれど収穫され
たばかりの里芋を神に供えることか
ら、十五夜の月を特に芋名月と言
う地域もあります。

材　料

里芋……8個
米粉……200g
熱湯……250㏄
だし汁……600㏄

（かつお、昆布）
白みそ……大さじ2
青ねぎ……少々

（4人分）

相　

談

社協通信

■問 ･■申社会福祉協議会 ☎88－3294・FAX88－4094

身
体
障
が
い
者
相
談

日
時　

整
形
外
科
＝
９
月
４
・

11
・
18
・
25
日
（
水
）
午
後
２

時
～
４
時
（
要
予
約
）

場
所　

府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
城
陽
相
談
室
（
城
陽
市
中

芦
原
）

内
容　

補
装
具
、
リ
ハ
ビ
リ
、

施
設
利
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

■問
・
■申
福
祉
課
（
☎
８
８-

６
６

３
５
・
FAX
８
８-

３
２
３
１
）

こ
ち
ら
消
費
生
活
相
談
窓
口

日
時　

９
月
10
・
24
日
（
火
）
午

前
10
時
～
正
午
／
午
後
１
時
～

４
時

相
談
方
法　

役
場
２
階
第
２
会

議
室
へ
来
庁
ま
た
は
電
話
（
☎

８
８-

６
６
１
６
〈
当
日
用
〉）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
０
５

７
０-

０
６
４-

３
７
０

■問
産
業
振
興
課
（
☎
８
８-

６
６

３
８
）

全
国
一
斉
「
法
務
局
日
曜
相
談
」

日
時　

10
月
６
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
４
時

場
所　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
六

地
蔵
店
１
階
特
設
会
場

相
談
内
容　

登
記
、人
権
、戸
籍
、

成
年
後
見
、
国
籍
、
供
託
、
遺

言
書
、
公
正
証
書
な
ど

相
談
対
応　

法
務
局
職
員
、司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
人

権
擁
護
委
員
、
公
証
人

備
考　

相
談
無
料
。
秘
密
厳
守
。

予
約
優
先
、
当
日
の
相
談
可

申
込
期
間　

９
月
17
日
（
火
）
～

10
月
４
日
（
金
）

■問
・
■申
京
都
地
方
法
務
局
宇

治
支
局
（
☎
２
４-

４
１
２
２
）

警
察
相
談
の
日

　

９
月
11
日
は
「
警
察
相
談
の

日
」
で
す
。
悪
質
な
迷
惑
行
為

や
ト
ラ
ブ
ル
に
悩
ん
で
い
ま
せ

ん
か
。
迷
わ
ず
警
察
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■問
田
辺
警
察
署
相
談
係
（
☎
６

３-

０
１
１
０
）
／
警
察
本
部

警
察
総
合
相
談
室
（
☎
０
７
５-

４
１
４-

０
１
１
０
）

健　

康

40
歳
以
上
の
国
保
の
特
定
健
診

受
診
期
限
は
今
月
末

　

町
の
国
民
健
康
保
険
に
継
続

し
て
加
入
す
る
40
歳
以
上
の
方

に
、
６
月
末
に
「
特
定
健
康
診

査
」
の
受
診
券
（
り
ん
ど
う
色
）

を
送
っ
て
い
ま
す
。
受
診
期
限

は
今
月
末
。
ま
だ
受
診
し
て
い

な
い
方
は
、
自
身
の
健
康
管
理

の
た
め
に
、
年
に
一
度
の
健
診

を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。
加

入
者
の
皆
さ
ん
が
将
来
に
わ
た

り
健
康
で
い
る
こ
と
で
、
国
保

の
保
険
税
負
担
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

自
己
負
担　

無
料

■問
戸
籍
・
保
険
課
（
☎
８
８-

６

６
３
４
）

75
歳
以
上
の
方
の
健
診

今
月
末
ま
で
に
受
診
を

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
ご

加
入
の
75
歳
以
上
の
方
の
健
診

は
、
今
月
末
が
期
限
で
す
。
ま

だ
お
済
み
で
な
い
方
は
事
前
申

込
み
（
郵
送
可
）
後
、
配
布
さ

れ
た
受
診
票
と
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
を
持
っ
て
医
療

機
関
で
お
早
め
に
受
診
く
だ
さ

い
。

自
己
負
担　

無
料

■問
・
■申
戸
籍
・
保
険
課
（
☎
８
８-

６
６
３
４
）

生
活
習
慣
病
予
防
健
康
診
査

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
早
期

発
見
の
た
め
に
、
年
１
回
の
健

康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象

①
30
～
39
歳
の
女
性
（
昭
和
49

年
４
月
１
日
～
昭
和
59
年
３

月
31
日
生
ま
れ
）

②
40
歳
以
上
の
生
活
保
護
受
給

者
（
昭
和
49
年
３
月
31
日
以

前
生
ま
れ
）

受
診
期
間　

９
月
２
日
（
月
）
～

10
月
31
日
（
木
）

検
査
項
目　

問
診
、
身
体
測
定
、

血
圧
測
定
、
血
液
検
査
等

費
用　

無
料

受
診
方
法　

健
康
長
寿
課
に
事
前

申
込
後
、
町
内
医
療
機
関
で
受

診■問
・
■申
健
康
長
寿
課
（
☎
８
８-

６
６
３
６
）ス

ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

　

加
齢
に
よ
る
筋
力
低
下
の
仕

組
み
や
、
な
ぜ
筋
肉
の
萎
縮
を

抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を

解
説
。
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

方
法
が
学
べ
ま
す
。

日
時　

９
月
７
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時

場
所　

住
民
体
育
館

対
象　

高
校
生
以
上
の
町
内
在

住
・
在
勤
者
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
等

内
容

①
演
題
▼『
生
活
の
質
』
の
向
上

と
筋
力
ア
ッ
プ
！
～
高
齢
者

か
ら
で
も
遅
す
ぎ
な
い
。
中

年
か
ら
で
も
早
す
ぎ
な
い
～

▼
講
師
＝
油
谷
浩
之
さ
ん

（
健
康
運
動
指
導
士
）

②
運
動
実
技
▼
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ

プ
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

全
身
運
動
、
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン

申
込
期
限　

９
月
５
日
（
木
）

■問
・
■申
住
民
体
育
館
内
（
☎
８

８-

４
５
６
７
）

第９回

『聞こえのサロン』参加者募集

　聞こえに不便を感じている方を対象に、楽しい交流のひととき
を過ごすサロン。＂悩み相談＂ ＂情報交換＂ の場としてもぜひ気軽
にご利用ください。希望される方には聴力測定も実施。ご家族の
方の相談も歓迎します！

対　象　聞こえに不自由を感じている方
　　　（身体障害者手帳を持っていない方もＯＫ）
日　時　９月20日金午前11時30分～午後２時30分
場　所　老人福祉センター「やすらぎ荘」
内　容　ゲームやうたを楽しみましょう！
参加費　300円（昼食代。当日受付へ）　締切　９月13日㊎
＊当日は、要約筆記サークルが声や会話を文字にしてお伝えします。
　お一人で参加しにくい方、送迎の必要な方は、お申し出ください。
共催　要約筆記サークル「グリーンティ」
　　　宇治市障害者生活支援センター「そら」

～健康は歯から～ ●まずはお電話でご予約を●

△火曜　午前 9:00～12:00・午後 2:00～7:00

中川歯科医院
8

歯 は

8-5
ご　予　約

489銘城台10-5

診療時間 月

午前 9：30～12：30 ○

午後 3：00～8：00 ○

火

△

△

水

○

－ ○

○

木 金

○

○ －

○

土 日／祝

－

－

「
知
る
」は

　
「
治
る
」の

　
　
　

第
一
歩
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子育て通信

■問地域子育て支援センター ☎８８－６６２２・FAX８８－３１０４

日 月 火 水 木 金 土

事 業 名

時　　間
場　　所

内　　容

６ ７

13 14121110９８

20 21191817

27 282625242322

29 30 10 ／１

５

２

４３２

1615

３ ４

 ・まいまいあそびの広場
　１才半から就学までの親子

 ・まいまいおでかけ広場
　妊婦さんから就学までの親子及び

　子育て支援に関心のある方

５

　対 象 者
 ・まいまいネンネ広場
　妊婦さんや７か月くらいまでの親子

 ・まいまいヨチヨチ広場
　８か月から１才半くらいまでの親子

10：00～11：30
保育所ホール

まいまい
あそびの広場

ぱふぱふ人形劇
（保育所合同）

臨床心理士による
子育て相談（要予約）

　17日（火）10：00～正午
　子育て支援センター

■問 保健センター ☎88－6636
保健センターだより

　毎日の元気はバランスの良い食事から。毎食、「主食・副菜・主菜」
の組み合わせを意識すると、食事のバランスが良くなります。
　大人が一日に必要とされる野菜の摂取量は350g。これは日本人の
平均摂取量にもう一皿加えた量です。もう一皿、野菜を摂ることで、さ
らに一歩、理想的な食生活に近づきます。

バランス良く、１日３食

　食事を作ったり、選んだりするときに、「主食・
副菜・主菜」を組み合わせることを意識すると、
バランスが良くなります。
　生活習慣病を防ぐには、適正なエネルギー
量で、１日３食規則正しく、バランス良く食べ
ることが重要です。

10：00～11：15
子育て支援センター

まいまい
ヨチヨチ広場

ふれあいあそび

園庭開放

10：00～11：30
保育所

雨天中止

今月の
保健・予防日程

離乳食教室○予
　3日㊋　午前10時～正午
一般・乳幼児健康相談○予
　10日㊋、24日㊋　午前９時～11時受付
乳児後期健康相談
　6日㊎　午後１時～１時30分受付
乳児健康診査
　20日㊎　午後１時～１時30分受付
乳幼児身体計測○予
　6日㊎、20日㊎　午後２時～３時

＊いずれも保健センター　○予 ＝要予約

今月の
元気はつらつ！若返り塾

■問 ･■申 在宅介護支援センター ☎88－5784

Health　center

10：00～正午
高尾公民館

まいまい
おでかけ広場

交流会（総合文化センター）
４日㊌【午前】

おやじエクササイズ（総合文化センター）
20日㊎【午前】

高尾公民館　　26日㊍【午前】
郷之口会館　　２日㊊【午後】
銘城台自治会館　　５日㊍、30日㊊【午前】
荒木（やすらぎ荘）　13日㊎【午後】
南公民館　　19日㊍【午前】
岩山会館　　２日㊊、18日㊌【午前】
緑苑坂自治会館　　６日㊎【午前】
　　　　　　　　　30日㊊【午後】
禅定寺会館　　13日㊎【午前】
立川公民館　　６日㊎【午後】
湯屋谷会館　　12日㊍【午前】
奥山田会館　　27日㊎【午後】

＊【午前】＝午前10時～正午
　【午後】＝午後 ２ 時～４時

野菜で健康生活。毎日、＋
プラス

一皿

園庭開放

10：00～11：30
保育所

雨天中止

10：00～正午
みんなの家

まいまい
おでかけ広場

お茶教室

10：00～正午
まるやま交流館

まいまい
おでかけ広場

わらべうた
ペープサート

散歩

「みんなの家」開放日
毎週水 ･ 金曜日　10：00～15：00
子どもとあそんだりおしゃべり
に利用しましょう！

「上手なしつけ」
●愛情と甘やかしは違う
　子どもは自分の思いどおりにならないと、うっぷんを晴ら
そうとしてかんしゃくを起こします。そんな時、子どもの言
いなりになるのは甘やかし。子どもがうまく機嫌を直せるよ
う手助けしてあげましょう。

●上手なしつけのポイント
　怒鳴ったり、甘やかしたりしなくても、子どもをしつける
ことはできます。それにはまず、年齢によってできることと
できないことを理解しましょう。子どもは褒められることに
よって、よいふるまい方を学んでいきます。
　❶成長に合わせたしつけをする
　❷いい子にしていたらすぐほめる
　❸大人を困らせる行動にはとりあわない
　❹よい見本を示す
　❺ルールをつくり、折にふれてくり返す
　❻自分のやったことの結果をわからせる

９月は食生活改善普及運動・健康増進普及月間

10：00～正午
禅定寺会館

まいまい
おでかけ広場

パネルシアター

10：00～11：15
子育て支援センター

まいまい
ネンネ広場

ベビーマッサージ

持ち物
バスタオル
防水シート

　ママと一緒に
お抹茶をたてて
みませんか
　　予約制

子育てのコツ

あなたの家庭はできていますか？
毎食のバランスチェック

❶エネルギーの源
　　［主食］
　例えば、ごはん、パン、麺類など。こ
れら穀類には炭水化物が多く含まれま
す。

❷からだの調子を整える
　　［副菜］
　例えば、野菜、芋、きのこ、海藻など。
小鉢や具だくさんの汁物にして食べると、
ビタミン、ミネラル、食物繊維が摂取で
きます。

　野菜の摂取目標・１日350ｇは、小鉢だと５
鉢が目安です。

❸からだをつくる
　　［主菜］
　例えば、魚や卵、大豆、肉など。メインの
おかずで、たんぱく質をしっかり摂りましょう。

①
主食１

②
副菜１

②
副菜２

③
主菜

毎日350g以上
の野菜を食べるっチャ

子育てサークル活動日
わらべうたサークル　10日㊋ 10：15～　まるやま交流館
たんぽっぽサークル　18日㊌ 10：30～　子育て支援センター
ママ＇sアクション　　25日㊌ 10：30～　みんなの家

10：00～正午
住民グラウンド・体育館

まいまい
おでかけ広場

運動会

TEL.0774－88－2701
宇治田原町岩山畠田72－8

安心・安全の害虫駆除サービス

スズメバチ

シロアリ 衛生害虫など

害獣駆除
イタチ・コウモリ・アライグマなど約

4.5
㌢

約 8㌢

広告募集

 　

広報うじたわら『町民の窓』
うじたわらの現在を届ける情報紙 　

広報うじたわら『町民の窓』
＝地域の元気・住民の躍動を伝えます＝

発行部数　 3,300 部
体裁　タブロイド版．右綴じ
　　　約11ページ（月により異なる）
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■問 町立図書館　☎88－5852図 書 館 だ よ り

休館日　毎週火曜日
　16日（月・敬老の日）
　23日（月・秋分の日）
　26日（木・館内整理日）
おはなし会
　①14日（土） 11：00～
　②28日（土） 11：00～

今月の予定

　

読
ん
で
み
た
い

　
　
　

こ
の
一
冊

南
山
城
水
害
60
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

昭
和
28
年
の
南
山
城
大
水
害

か
ら
60
年
。
山
城
地
域
は
、
60

年
間
に
３
度
も
の
大
水
害
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
水
害

対
策
に
つ
い
て
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
入
場
（
無
料
）
で
き
ま

す
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時　

９
月
29
日
（
日
）
午
後
２

時
～
５
時

場
所　

山
城
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

（
ア
ス
ピ
ア
や
ま
し
ろ
）

■問
山
城
北
土
木
事
務
所
企
画
調

整
室
（
☎
６
２-

０
５
４
７
）

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

10
月
１
日
、
全
国
で
５
年
に

一
度
の
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

が
行
わ
れ
ま
す
。
約
３
５
０
万

世
帯
が
対
象
と
な
る
、
住
宅
・

土
地
に
関
す
る
最
も
基
本
的
な

調
査
で
す
。
国
や
地
方
自
治
体

の
施
策
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の

大
切
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、

９
月
下
旬
か
ら
、
京
都
府
知
事

が
任
命
し
た
調
査
員
が
調
査
票

を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
回
答

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
調
査
内
容
を
統
計
の

作
成
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る

こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

■問
企
画
・
財
政
課
（
☎
８
８-

６

６
３
２
）

敬
老
祝
金
を
支
給

　

長
年
地
域
を
支
え
て
き
た
高

齢
者
に
敬
意
を
表
し
、
長
寿
を

祝
し
て
、
町
商
工
会
発
行
商
品

券
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
民
生
委
員
さ

ん
を
通
じ
て
９
月
中
に
配
布
し

ま
す
。

対
象　

今
年
数
え
年
で
白
寿
、

米
寿
、
喜
寿
を
迎
え
る
方
で
、

９
月
１
日
現
在
で
引
き
続
き
３

年
以
上
町
内
に
在
住
す
る
方

①
白
寿
３
０
，０
０
０
円

②
米
寿
２
０
，０
０
０
円

③
喜
寿
１
０
，０
０
０
円

敬
老
会　

今
年
は
11
月
４
日

（
月
・
祝
）
に
開
催
し
ま
す
。

一
昨
年
ま
で
は
９
月
に
開
催
し

て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
よ
り
開

催
時
期
を
変
更
。
対
象
と
な
る

70
歳
以
上
の
方
に
は
、
10
月
上

旬
に
案
内
し
ま
す
。

■問
福
祉
課
（
☎
８
８-

６
６
３
５
）

まちかどほっとナウ
Ujitawara  Town  Topics 

福
祉
応
援
金
を
支
給

　

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
克
服
し

な
が
ら
日
常
生
活
を
頑
張
っ
て

い
る
方
に
、
福
祉
応
援
金
を
支

給
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
９
月
下
旬
に
案

内
を
お
送
り
し
ま
す
。
案
内
の

な
い
方
で
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象　

７
月
１
日
現
在
、
６
か

月
以
上
本
町
に
居
住
し
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
要
介
護
度
４
、

５
の
方
を
、
主
に
介
護
し
て

い
る
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
、
２

級
）、
精
神
保
健
福
祉
手
帳

（
１
、２
級
）、療
育
手
帳
（
Ａ

判
定
）
を
お
持
ち
の
方
で
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

③
満
70
歳
以
上
の
独
居
高
齢
者

※
い
ず
れ
も
入
院
や
施
設
入
所

を
し
て
い
る
方
は
除
く
。

■問
福
祉
課
（
☎
８
８-

６
６
３
５
）

は
か
り
の
定
期
検
査

　

業
務
用
に
使
用
す
る
は
か
り

は
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

や
む
を
得
ず
受
検
で
き
な
い
場

合
や
、
今
回
新
規
で
受
検
を
希

望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
受
検
し
て
い

な
い
は
か
り
は
、
業
務
用
に
は

今
後
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　

９
月
17
日
（
火
）・
18

日
（
水
）
午
前
10
時
～
正
午
／

午
後
１
時
～
３
時

場
所　

役
場

手
数
料　

は
か
り
の
種
類
、
ひ
ょ

　
　
　
　

う
量
に
よ
っ
て
異
な

　
　
　
　
　

る
。
当
日
徴
収

■問
産
業
振
興
課
（
☎
８
８-

６
６

３
８
）

お
店
の
は
か
り
は

正
確
で
す
か
？講　

座

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
「
基
礎
」

　

聴
覚
障
が
い
者
へ
の
理
解
と

認
識
を
深
め
る
機
会
と
し
て「
手

話
教
室
・
基
礎
」
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。

対
象　
「
手
話
教
室
・
入
門
」
受

講
修
了
者
か
手
話
で
簡
単
な
日

常
会
話
が
で
き
る
方
（
18
歳
以

上
）

期
間　

９
月
18
日
～
平
成
26
年

２
月
26
日
の
毎
週
水
曜
日
（
１

月
１
日
は
休
み
、
全
23
回
）
午

後
７
時
～
９
時

定
員　

先
着
30
名

会
場　

京
田
辺
市
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
京
田
辺
市
興
戸
犬
伏

５-

８
）

受
講
料　

無
料
。
テ
キ
ス
ト
代

１
，４
７
０
円
。
選
択
講
座
は
別

途
必
要

申
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
京

田
辺
市
手
話
教
室
「
基
礎
」
②

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③
住
所
④

年
齢
⑤
連
絡
先
（
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
）
⑥
手
話
学
習
や
活
動
経
験

⑦
返
信
面
に
申
込
者
宛
先
を
記

入
し
て
郵
送

申
込
期
限　

９
月
11
日
（
水
）

そ
の
他　

保
育
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
・
■申
京
田
辺
市
「
手
話
教
室
・

基
礎
」
事
務
局
（
山
城
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
「
さ
ん
さ
ん
山

城
」
内
〒
６
１
０-

０
３
３
２

京
田
辺
市
興
戸
小
モ
詰
18
・
☎

３
９-

７
１
１
３
・
FAX
６
５-

４

１
０
２
）

キ
レ
イ
に
や
せ
る
！

糖
質
オ
フ
ス
ム
ー
ジ
ー

牧
田
善
二　
著

　

キ
ャ
ベ
ツ
に
き
ゅ
う
り
、

セ
ロ
リ
に
小
松
菜
、
レ
タ

ス
や
バ
ナ
ナ
、
リ
ン
ゴ
な

ど
。

　

新
鮮
な
野
菜
や
果
物
を

洗
っ
て
カ
ッ
ト
し
て
ミ
キ

サ
ー
に
入
れ
る
だ
け
で
簡

単
に
ヘ
ル
シ
ー
な
「
ス
ム
ー

ジ
ー
」
が
作
れ
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続

き
ま
す
。
疲
れ
た
体
に
飲

ん
で
お
い
し
く
、
体
に
や

さ
し
い
ス
ム
ー
ジ
ー
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

図
書
館
ラ
ク
ダ
が

や
っ
て
く
る

マ
ー
グ
リ
ー
ト
・
ル
ア
ー
ズ　
著

　

ケ
ニ
ア
に
は
２
週
間
に

一
度
、
ラ
ク
ダ
が
運
ん
で

く
る
本
を
心
待
ち
に
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
が
い
ま

す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は

「
図
書
館
船
」
が
島
々
を

周
り
、
子
ど
も
た
ち
に
本

を
届
け
ま
す
。
タ
イ
で
は

道
路
の
な
い
山
奥
へ
ゾ
ウ

が
本
を
運
び
ま
す
。

　

大
変
な
苦
労
を
越
え
て

本
を
届
け
る
図
書
館
員
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

と
、
そ
れ
を
待
ち
わ
び
る

子
ど
も
た
ち
の
姿
に
、
改

め
て
「
読
書
の
大
切
さ
」
を

教
え
ら
れ
る
一
冊
で
す
。

朗読講座

～名詩に触れよう～
大人のための「ものがたり」
名詩を声に出して読んでみませんか。
日時　❶９月26日❷10月３日❸10日■木
　　　午後１時30分～３時（３回シリーズ）
講師　六嶋由美子さん（ひとりものがたり）
会場　総合文化センター研修室２
定員　先着10名（町内在住・在勤者）

「絵本のじかん」交流会 どなたでも
参加できます

日時　９月26日（木）午前10時～
場所　町立図書館

information

「ヘビのようにのらりくらり」
湯屋谷地区 灯篭張り

　湯屋谷に古くから伝わる地蔵盆の行事、灯篭
張りが営まれました。塩谷、中谷、西谷、石詰
の４つの地域ごとの当屋に集い、灯篭の木枠に
和紙を貼り、野菜で作った今年の干支（ヘビ）
を飾り付けました。石詰地区の狂句には「ふくし
まっこ」を歓迎するとともに、厳しい世の中だが

「ヘビのようにのらりくらり暮らしましょう」と生
活の安泰が祈願されていました。湯屋谷会館で
は、「ふくしまっこ」も地元の子どもたちに交じっ
て子ども灯篭づくりに挑戦しました。完成した灯
篭は、無病息災と豊作を願い、区内のお寺に奉
納されました。

大阪桐蔭のエース・葛川くん
「大観衆の中でできたこと幸せ」

　春のセンバツに続き、甲子園のマウンドに立っ
た大阪桐蔭のエース・葛川知哉くん。応援の感
謝を伝えに役場を訪れました。今大会はベストな
状態で臨めたという葛川くん。「大観衆の中で野
球ができたことはよかった。試合中は、暑い、しん
どいより、楽しいが勝つ」と振り返りました。葛川
くんを目指してがんばっている町内の子どもたち
に「好きな野球を楽しんで、自分がいい思いがで
きるよう一生懸命努力してほしい。そうすれば
いい野球人生が送れる」とエールを送りました。
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募　

集

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
推
進
員

募
集

素
晴
ら
し
い
環
境
を

子
孫
へ

 

宇
治
田
原
は
山
紫
水

　
　
　

明
の
自
然
に
恵
ま

れ
た
素
晴
ら
し
い
ま
ち
で

す
。
特
に
水
が
き
れ
い
で

お
い
し
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い

環
境
を
子
孫
に
残
す
こ
と

が
私
た
ち
の
大
き
な
役
割

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
近

頃
は
猛
暑
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨

が
あ
っ
た
り
、
激
し
い
気

候
変
動
に
つ
い
て
い
け
な

い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
私
た
ち
エ
コ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
う
じ

た
わ
ら
の
メ
ン
バ
ー
は
、

年
２
回
、
エ
コ
ク
ッ
キ
ン

グ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

環
境
へ
の
負
荷
を
少
し
で

も
減
ら
そ
う
と
、
台
所
か

ら
出
る
生
ご
み
を
減
ら
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
今

ま
で
捨
て
て
い
た
野
菜
く

ず
の
中
に
、
と
て
も
栄
養

が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、

そ
れ
を
お
い
し
い
料
理
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

３
月
に
は
春
の
山
野
草

を
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
。
山

野
草
は
と
て
も
生
命
力
が

強
く
、
年
に
１
回
は
食
べ

る
と
良
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
よ
も
ぎ

や
タ
ン
ポ
ポ
、ク
レ
ソ
ン
、

は
こ
べ
、
や
ぶ
の
か
ん
ぞ

う
、
お
お
ば
こ
な
ど
。
と

て
も
め
ず
ら
し
い
し
、
お

い
し
い
ん
で
、
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
の
一

例
を
挙
げ
ま
す
の
で
、
実

践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
ス
イ
カ
＝
赤
い
部
分
は

そ
の
ま
ま
食
べ
る
。
煮
つ

め
る
と
ス
イ
カ
糖
に
（
腎

臓
に
よ
い
）。
白
い
部
分

は
つ
け
も
の
、
ス
ー
プ
に

利
用
。
皮
は
小
さ
く
切
っ

て
カ
ラ
カ
ラ
に
干
し
て
煎

じ
て
飲
む（
腎
臓
に
よ
い
）

▼
玉
ね
ぎ
の
皮
＝
茶
色
の

皮
ご
と
煮
て
ス
ー
プ
に
使

う
。
食
べ
る
前
に
取
り
除

く
（
血
液
サ
ラ
サ
ラ
に
）。

▼
カ
ボ
チ
ャ
の
茎
＝
す
じ

を
取
り
キ
ン
ピ
ラ
に
す
る

（
免
疫
力
ア
ッ
プ
）。

モニター通信

広報モニター
武光八重子さん（南）

まちかどほっとナウ
Ujitawara  Town  Topics 

　

町
で
は
、
清
潔
で
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
快
適
な

生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め「
ま

ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
（
平

成
19
年
10
月
施
行
）」
に
よ
り
、

取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
推

進
員
」
と
し
て
新
た
に
活
動
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

任
期
は
10
月
か
ら
の
２
年
。
現

在
、
１
１
５
人
が
推
進
員
と
し

て
地
域
で
の
美
化
に
積
極
的
に

活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

推
進
員
の
役
割　

▼
空
き
缶
等

の
ポ
イ
捨
て
や
飼
い
犬
等
の
フ

ン
放
置
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・

通
報
▼
落
書
き
行
為
に
関
す
る

情
報
の
収
集
・
通
報
な
ど

条
例
概
要　

町
内
全
域
で
空
き

缶
等
の
ポ
イ
捨
て
や
飼
い
犬
等

の
フ
ン
放
置
、
落
書
き
行
為
を

禁
止
。
町
や
住
民
等
、事
業
者
、

飼
い
主
の
責
務
と
、
違
反
者
に

対
す
る
罰
則
を
規
定
し
て
い
ま

す
。
や
す
ら
ぎ
の
道
を
美
化
重

点
区
域
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

■問
・
■申
建
設
・
環
境
課（
☎
８
８-

６
６
３
９
）

家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

事
業
「
神
戸
布
引
ハ
ー
ブ
園

散
策
と
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
」

　

在
宅
で
家
族
の
介
護
を
し
て

い
る
と
、
日
頃
か
ら
ス
ト
レ
ス

を
抱
え
て
し
ま
い
が
ち
。
日
帰

り
旅
行
で
、
参
加
者
同
士
の
親

睦
を
深
め
な
が
ら
、
心
身
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

要
介
護
１
～
５
の
認
定

を
受
け
て
い
る
方
を
自
宅
で
介

護
し
て
い
る
方

日
時　

10
月
29
日
（
火
）
午
前

９
時
15
分
～
午
後
３
時
30
分

集
合　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
駐

車
場

内
容　

神
戸
布
引
ハ
ー
ブ
園
で

食
事
と
散
策

参
加
費　

１
，０
０
０
円

定
員　

先
着
20
人

申
込
期
限　

９
月
30
日
（
月
）

■問
・
■申
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
８-

３
７
１
９
）

自
衛
官
募
集

募
集
種
目
と
資
格

①
防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
）

＝
高
卒
等
（
見
込
含
）
21
歳

未
満
。
学
校
長
の
推
薦
必
要

②
防
衛
大
学
校
学
生
（
総
合
選

抜
）
＝
高
卒
等
（
見
込
含
）

21
歳
未
満
（
自
衛
官
は
23
歳

未
満
）

③
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
前

期
）
＝
高
卒
等
（
見
込
含
）

21
歳
未
満
（
自
衛
官
は
23
歳

未
満
）

④
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学

生
＝
高
卒
等
（
見
込
含
）
21

歳
未
満

⑤
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科

学
生
（
自
衛
官
コ
ー
ス
）
＝
高

卒
等
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

受
付
期
間　

①
②
＝
９
月
５
日

（
木
）
～
９
日
（
月
）
③
④
⑤

＝
９
月
５
日（
木
）～
30
日（
月
）

■問
・
■申
宇
治
地
域
事
務
所
（
☎

４
４-

７
１
３
９
）

お
知
ら
せ

新
築
・
増
築
家
屋
の
評
価
に

伺
い
ま
す

　

新
築
・
増
築
家
屋
に
対
す
る

固
定
資
産
税
の
算
定
の
基
礎
と

な
る
「
家
屋
評
価
」
に
税
務
・

会
計
課
職
員
（
身
分
証
明
書
を

携
帯
）
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
中
に
評
価
の
対
象

と
な
る
家
屋
（
離
れ
・
倉
庫
・

車
庫
等
含
む
）
を
新
築
・
増
築

し
た
方
に
は
、
訪
問
日
時
等
の

案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

な
お
、
家
屋
の
内
容
に
よ
っ

て
は
建
築
資
料
等
の
借
用
を
お

願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
税
務
・
会
計
課
（
☎
８
８-

６

６
３
３
）

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る
樹

木
伐
採
の
お
願
い

　

道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り

出
し
や
倒
木
は
、
歩
行
者
や
自

動
車
等
の
通
行
の
支
障
に
な
り

ま
す
。
通
行
や
強
風
・
大
雨
時

の
安
全
確
保
の
た
め
、
次
の
よ

う
な
土
地
所
有
者
は
樹
木
の
伐

採
・
枝
払
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
道
路
、
歩
道
へ
樹
木
が
張
り

出
し
て
い
る

・
枯
れ
木
、
折
れ
枝
で
通
行
に

障
害
が
あ
る（
恐
れ
が
あ
る
）

・
竹
木
の
繁
茂
で
通
行
に
障
害

が
あ
る
（
恐
れ
が
あ
る
）

※
倒
木
等
で
歩
行
者
や
車
両
等

に
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

樹
木
の
所
有
者
が
責
任
を
問

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

作
業
時
の
注
意
事
項　

▼
電
線
や

電
話
線
付
近
の
作
業
は
危
険
で

す
。
事
前
に
関
西
電
力
㈱
営
業

所
か
Ｎ
Ｔ
Ｔ
支
店
に
連
絡
し
、

立
ち
合
い
の
も
と
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
▼
通
行
車
両
や
歩
行

者
の
安
全
確
保
と
樹
木
か
ら
の

転
落
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
建
設
・
環
境
課
（
☎
８
８-

６

６
３
７
）

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
８
年
で
使

用
期
限
が
切
れ
ま
す
。
使
用
期

限
が
切
れ
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の

取
替
え
に
、
町
が
委
託
し
た
業

者
が
伺
い
ま
す
。
取
替
え
を
行

う
お
宅
に
は
事
前
に
郵
送
で
連

絡
し
ま
す
。

　

円
滑
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
、

水
道
メ
ー
タ
ー
周
辺
に
植
木
鉢

を
置
い
た
り
、
犬
を
つ
な
い
だ

り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

作
業
中
は
一
時
的
な
断
水
な

ど
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■問
上
下
水
道
課
（
☎
８
８-

３
３

３
７
）

少　女
ソフト　宇治田原ビューティーズ
全京都で優勝

　宇治田原ビューティーズが、第65回全京都女
子ソフトボール大会の小学生の部で優勝に輝き
ました。また、森岡真奈さんが殊勲賞に選ばれ
ました。丹波自然運動公園で行われた決勝戦で
は、プラムスターズ（城陽市）と対戦。４対１で
勝利し、栄冠に輝きました。ビューティーズは昨
年、全国大会や近畿大会に出場し、大舞台を経
験。自力をつけたチームは今年も７月の第28回
近畿小学生男女ソフトボール大会で３位という
好成績を収めています。

「コンチキチン」と優雅な調べ
奥山田 練りこみ囃子

　五穀豊穣や家内安全を願って、奥山田会館か
ら天神社まで「練りこみ囃子」を奏でながら奉
納しました。今年も約250基の竹灯籠が境内な
どに置かれ、幻想的な雰囲気が漂う中、横笛、
太鼓、鉦の「コンチキチン」と優雅な調べが響
き渡りました。伝統芸能を継承していこうと横
笛は１年かけて練習。この成果もあって、この日
は他のパートをリード。例年より力強い音色を奏
でました。

　8　／　15

　8　／　4

温かい
ご支援を
お願いします 被災者支援募金

「島根・山口大雨災害」
「岩手・秋田大雨災害」

　島根・山口両県や岩手・秋田両
県では、７月下旬～８月上旬にか
けての大雨で、各所で土砂災害や
土石流災害などが発生。死傷者も
でる中、家屋の倒壊、浸水などの
被害に見舞われました。
　町では、被災者の援助と復旧支
援のため、 町社会福祉協議会と協
力し、被災者支援募金を行ってい
ます。
募金箱設置　役場、総合文化セン
ター、社会福祉協議会
募集期限　９月25日（水）

■問総務課 ☎88－6631



　長崎市ピースフォーラムの司会
進行やフィールドワークのガイド
をしてくれる青少年ピースボラン
ティアの中学・高校・大学生たち。
前向きでパワフルな彼らの姿は、
毎年、会うたびに刺激とエネル
ギーを与えてくれます。
　「ふくしまっこ in 宇治田原　元
気回復キャンプ」でも多くの学
生ボランティアが活躍していまし
た。彼らにピースボランティアの
姿が重なりました。宇治田原にも
ある若い力から、さらに心の栄
養をもらったところです。
　　　　　　　　　　　　（Ｋ）

September 2013 14

くとうてん

■投稿先　総務課広報（☎88－6631）　〒610－0289（住所記入不要）　Ｅメール info@town.ujitawara.kyoto.jp

元気のヒケツに登場する80歳以上の方を募集中　「写真」に、「氏名（ふりがな）」、「年齢」、「元気の秘訣（50文字以内）」、「電話番号」を添えて、郵便または
Ｅメールでお送りください。ご希望があれば、広報担当者が写真撮影に伺います。
わが家のアイドルに掲載する乳幼児を募集中　写真と、子どもの「氏名（ふりがな）」・「年齢（〇歳〇か月）」、「メッセージ（25字以内）」をお送りください。

よ
う
こ
そ
「
ア
レ
ン
先
生
」

Ａ
Ｌ
Ｔ
２
人
体
制
に

　

本
町
の
第
７
代
目
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
語
指
導
助
手
）
と
し
て
、

ア
メ
リ
カ
の
テ
キ
サ
ス
か
ら
ア

レ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ヴ
ァ

ン
ヘ
レ
ン
先
生
が
着
任
し
ま
し

た
。英
語
教
育
の
充
実
に
向
け
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
一
人
増
員
。今
後
は
、

３
年
目
と
な
る
ベ
ッ
キ
ー
先
生

（
レ
ベ
ッ
カ
・
キ
ミ
コ
・
ハ
セ

ガ
ワ
）
と
と
も
に
、
保
育
所
・

幼
稚
園
で
の
英
語
遊
び
や
、
小

学
校
・
中
学
校
で
の
英
語
教
育

に
携
わ
り
ま
す
。

皆さんこんにちは。
アレンです。
自然豊かな宇治田原
町に来れてうれしい
です。英語の授業だ
けではく、まちの人々

とふれあい、文化交流もしたいです。日
本語が話せるようがんばります。
どうぞよろしくお願いします。

プロフィール
名前　Allen Christopher Van hellen
出身　アメリカ　テキサス州
年齢　３２歳
趣味　運動（ウォーキング等）

アレン先生の
歓迎セレモ
ニー（８月６
日、総合文化
セ ン タ ー）。
町立保育所の
園児たちから
首飾りがプレ
ゼント。

町内で働きたい人集まれ
合同就職面接会・企業説明会

　町内で営業・操業し人材を求める企業が集ま
る「町内合同就職面接会・企業説明会」を開催
します。今年からハローワーク宇治と共催。会
場での面接が受けられるようになりました。町
内企業で働きたい方、この機会にぜひご来場く
ださい。

【日時】　10月７日月　午後１時30分～４時（受付：午後１時～）

【会場】　総合文化センター研修室１・２
※事前申込みは不要です。直接会場にお越しください。町外在住者も参加できます。

■問産業振興課　☎88－6638／ハローワーク宇治　☎20－8645

前売チケット
販売中 海援隊トーク＆ライブ 2013

９月14日土
開演／午後４時30分（開場／午後４時）
会場／総合文化センターさざんかホール
前売券　4,000円（当日券500円増）全席指定

■問・前売りチケット販売所
総合文化センター　☎88－5851

秋の
町内全域で

クリーンキャンペーン
9月22日日　午前8時30分～（小雨決行）
※禅定寺・郷之口＝午前８時～／銘城台・岩山＝午前９時～

　和い輪いまちづくり宇治田原町推進協議会（会長＝西谷

信夫町長）では、町内全域で「秋のクリーンキャンペーン」

を行います。皆さんのご協力をお願いします。

実施
方法

地区ごとに集合し指定
の場所のごみを収集

集合
場所 各地区公民館・自治会館

■問和い輪いまちづくり宇治田原町
　 推進協議会事務局
　（教育委員会教育課内　☎88－5850）

　町内の名所を巡り、スタンプを台紙に押して応募すると
特産品が当たるスタンプラリーを今年も開催します。

期間 ９月９日■月 ～12月１日■日
❶猿丸神社❷永谷宗円生家❸御栗栖神社❹厳松院
❺大道寺❻建藤神社❼遍照院❽正寿院❾総合文化センター

役場、総合文化センター、スタンプ設置場所、
京都総合観光案内所（京都駅）等。
町ＨＰからダウンロード可

　応募方法　 ６か所のスタンプを台紙に押して、必要事項を記
入し受付場所に提出。郵送の場合は台紙原本を
産業振興課へ（台紙の返却不可）

　応募受付　 ● 産業振興課＝平日 午前８時30分～午後５時
● 総合文化センター＝休日 午前９時～午後５時

※応募多数の場合は抽選。当選者の発表は賞品の発送をもって替えます。

■問産業振興課 ☎88－6638

スタンプ
設置場所

台紙の
配布場所

わが家のアイドル。

皆さんのおかげ。感謝の気持ちを
持ち続けること。

元気のヒケツ。

橋本　力
りき

弥
や

ちゃん　（4歳）
4 歳＊おめでとう＊たくましく・
育てV(^-^)V ★

中辻　三郎さん　（88歳） 小川　楓
か い と

翔ちゃん　（2歳）
９月で２歳！お誕生日おめでとう♪
（お父さん・お母さんより）

橋本　梨
り

桜
お

奈
な

ちゃん　（1歳9か月）
日々の成長が楽しみです。
これからも皆を笑顔にしてね♪

Message


